
 
 
 
 
 
 
 
  
 

「夢が人生をつくる」 
 

富士市青少年相談センター 青少年相談員  前島 英喜 

  昨年度、世間を賑わせた大きな話題の中に、大谷翔平選手の「50―50」（ホームラン 54 本、盗塁 59

回）がありました。大谷選手のここ数年の活躍を見ていますと、何か、やってくれるのが当たり前のよ

うな、そんな気持ちになるのですが、これだけの偉業を成し遂げる、しかもそれが日本人であることを

本当に誇らしく思います。そんな大谷選手が、高校２年生の時に立てた「人生設計図」が話題になりま

した。そこには、何歳で何を成し遂げるのか具体的な目標が記されており、大谷選手の夢が詰まってい

ます。大谷選手は、その夢を一つ一つ実現させていることがすごいことなのですが、夢や希望をもつこ

との大切さ、夢に向かって努力することの尊さを身をもって示してくれています。 

世界で最も過酷なヨットレース「ヴァンデ・グローブ」に３度目の挑戦をしている白石康次郎さん。

単独無寄港で、100 日ほどかけて世界を一周するレースで、時には６メートルを超える大波を乗り越え

たり、クジラに衝突するアクシデントもあったりする、想像を絶するような、まさに死と隣り合わせの

ヨットレースです。レース前の白石さんへのインタビューの中にこんな内容のものがありました。「夢

を見つけるために大切なことは何ですか？」これに対し白石さんは、「夢を見つけることっていうのは

自分を知ること。自分を知るためには２つの方法がある。１つは瞑想。もう１つは、いろんなことを経

験すること。自分は何が好きか分からない、でも止まっていても分からない、どんなきっかけでもいい

から、自分がやってみたいと思ったことにとにかくチャレンジしてみる。その中で、『ああこれはワク

ワクする』とか、『これは面白そう』とかっていうのが現れる。それが夢なんです。」と答えています。 

さて、現在日本では、不登校の児童生徒が年々増加しています。富士市でも、2023 年度には、小中学

校の不登校の児童生徒数が 871 人と過去最高となっています。特に、小学校の不登校の児童数が増えて

おり、小学１年生が過去の５年間で 3.7 倍に増えているということです。これに対し、市教委は、総合

教育会議の中で、2025 年度に小学校のモデル校に、校内教育支援センター「（仮称）ほっとルーム」を

開設する方針を示しました。また、外国籍の子どもが利用する国際教室や、「ステップスクール・ふじ」

の増設も研究するとのことでした。静岡県では、令和７年度から「しずおかバーチャルスクール」が開

校し、また、国では文科省が、学習指導要領の改訂を中教審に諮問し、学校現場の裁量を拡大し、多様

な個性や特性をもつ子どもに対応できる教育課程の柔軟化の検討を要請しました。1 コマの授業時間を

５分短縮して、生じた余剰時間を個別学習に当てたり、学習進度に応じた学びをしやすくしたりするこ

とを想定しているとのことでした。 

国や県、市の施策が、不登校の児童生徒数の減少につながることを願う一方で、不登校の児童生徒に

居場所を提供し、引きこもってしまって、社会から閉ざされてしまう子どもを減らしていくことが同時

に求められています。「ステップスクール・ふじ」で、児童生徒の支援に当たっている立場として、今後

も子どもたちの心地よい居場所となり、社会的自立を後押しできるよう、より一層尽力して参りたいと

思います。 

日本の宝であり、これからを担っている子どもたちが、自身の未来に夢と希望をもって生き生きと輝

いている姿を願ってやみません。  
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利用児童生徒数の推移（４月～１月）

昨年度に比べ、全体的に減少傾向ではありますが、不登校児童生徒数は増加しています。

１月までに実施した体験学習

・7/8(火)カレー作り（丸火自然公園）

・9/12(金)秋の遠足（富士山こどもの国）

・10/15(水)焼きそば作り（丸火自然公園）

・11/11(月)お菓子作り

・12/13(金)Xmasリース作り

・1/23(木)料理教室｢おにぎりづくり｣

青少年指導委員114名が

各地区通常補導(地区巡回)以外に

県内一斉補導や祭典補導を実施し

ています。

青少年指導委員は補導活動の際に

ドクターイエローのような黄色い

スタイルで青少年とその周辺の環

境浄化に努めています。

◎2/4(火)から6(木）まで毘沙門天大祭・祭典補導を行
いました。

１ 青少年相談事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合計

相談件数(件) 32 13 9 9 8 10 15 7 4 11 118 相談件数(件) 46 20 20 6 7 19 18 14 6 17 173

利用人数(人) 25 6 6 5 3 7 10 9 1 5 77 利用人数(人) 25 9 16 5 6 13 13 7 9 9 112

延べ利用人数(人) 143 254 258 198 59 285 293 326 251 303 2,370 延べ利用人数(人) 154 279 427 292 112 465 540 541 381 519 3,710

令和６年度「ステップスクール・ふじ」データ 令和５年度「ステップスクール・ふじ」データ

２ 青少年非行防止事業

 青少年指導委員による補導活動（４〜１月）

区　分 出動回数 参加人数
補導件数
(声掛け)

通常補導
地区巡回･学校との連携

139 685 51

祭典補導
祇園祭･富士まつり･甲子秋まつり

3 131 4

補導連絡協議会
各地区活動等情報交換

4 81 －

合　　計 146 897 55

さわやかタイム  8:00～8:50 朝 の 活 動

学びの時間  9:00～11:20 自 ら 学 ぶ 時 間

スポーツの時間 11:30～12:00 ス ポ ー ツ 活 動

昼食・昼休み 12:00～13:00 昼 食 ・ 休 憩 ・ 自 由 時 間

学びの時間 13:00～14:50 自 ら 学 ぶ 時 間

スポーツの時間 15:00～15:30 ス ポ ー ツ 活 動

ふれあいタイム 15:30～18:00 交 流 活 動

「ステップスクール・ふじ」一日の流れ
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３ 子ども・若者育成支援事業

３月～５月の行事予定 SV：児童生徒指導の助言を行うｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ来所日

3(月) 補導連絡協議会 1(火) 所員会議、事例研修 7(水) 補導連絡協議会・研修会、

３ 4(火) SV、事例研修 ４ 2(水) 事例研修 ５ 事例研修

5(水) 不登校児童生徒対策連絡会研修会 9(水) ステップスクール・ふじ面談開始 9(金) 臨床心理士来所相談

8(土) 家族会･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 10(木) ステップスクール・ふじ開始 10(土) 家族会･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

11(火) SV、臨床心理士来所相談、 11(金) 臨床心理士来所相談 13(火) 不登校対策連絡会、

不登校対策連絡会 12(土) 家族会･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 臨床心理士来所相談

12(水) お別れ遠足 16(水) 事例研修 21(水) 事例研修

14(金) 臨床心理士来所相談、 22(火) 臨床心理士来所相談 23(金) 保護者教室

ステップスクール・ふじ最終日 25(金) 保護者教室 27(火) 臨床心理士来所相談

21(金) 学年末休業開始

月 25(火) 臨床心理士来所相談 月 月

「ココ☆カラ」という名は、

今まで、誰にも言えない悩みを抱えたり、様々な理由によりつらい思いをし

てきたりした若者が、この窓口（ココ）から、ココロとカラダを元気にして、

羽ばたいてほしいという願いを込めた愛称です。
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若者相談窓口「ココ☆カラ」統計データ(R6.４月〜R7.1月）
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合同相談会アウトリーチ

【令和７年２月15日(土)】

子ども・若者のさまざまな悩みに個別に応じる「合同相談会」を開催しました。

若者相談窓口「ココ☆カラ」については、１月末まで多少の増減はあるものの大きな

変化はなく推移しています。
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富士市青少年相談センター

住所 富士市八代町1番1号

富士市教育プラザ内

電話 0545(52)4152

FAX 0545(52)3737

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

●岳南電車ジヤトコ前駅から徒歩２分
●富士警察署北側

～青少年相談センターはこんな仕事をしています～

１ 青少年相談事業

【面談・相談】

○学校生活や進路に関すること

○不登校に関すること

○いじめや友人関係に関すること

○養育や生活態度・性格に関すること

○非行や性の悩みに関すること

○その他青少年に関すること

《受付時間》9:30～16:00

（土日祝・年末年始を除く）

事前に相談センターに申し込んでください。

「ほっとテレフォン・ふじ」

9:30～16:30（土日祝・年末年始を除く）

電話 0545(51)3741 またはメールで

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

【電話相談】《S63開設》

学校生活や友人関係、進路、非行や不登校等、

青少年に関する電話相談やメール相談

【ほっとデジタル相談・ふじ】（令和５年２月１日開始）

小中学校の全児童生徒に配付しているタブレットを

利用した相談ツールで時間と場所を気にせず、困り

ごとなどを相談できます。

【ステップスクール・ふじ】《S63開設》

不登校児童生徒に時間と場所を提供し、一人一人に

応じた支援を進める中で、児童生徒が自らの進路を

主体的に捉えて、社会的に自立していくための支援

をしています。

《利用時間》8:00～18:00

○学習○体験学習○創作活動

○スポーツ○保護者懇談会 など

【臨床心理士来所相談】《H14開始》

月２～３回臨床心理士の先生に、子育てや発達に

ついての悩みを相談することができます。

予約制ですので、日程及び申し込みについては、

青少年相談センターまでお問合せください。

【保護者教室】

お子さんが学校に行くことができずにいる保護者

のみなさんが集まって、悩みや不安を共有したり、

情報交換をしたりする会です。

原則、毎月第４金曜、12月のみ第３金曜

詳細は青少年相談センターまでお問合せください。

２ 青少年非行防止事業

３ 子ども・若者育成支援事業

【富士市若者相談窓口「ココ☆カラ」】《H27開設》

概ね中学校卒業から３９歳までの、ニート、

ひきこもり、不登校など社会生活に困難を抱

える若者とそのご家族の支援を行っています。

《受付時間》9:00～17:00（火～土曜日）

(祝日・年末年始を除く)

住所 富士市八代町1番1号

富士市教育プラザ内

電話 0545(55)0562

e-mail：f-wakamono@chive.ocn.ne.jp

○青少年指導委員による補導活動《S42から》

○青少年健全育成活動

○環境浄化活動

３つの活動により青少年の周辺環境を守ります。
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